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幼児・小 1体験参加について 

幼児・小 1の体験参加者を募集し

ております。ご兄弟やお知り合いがい

らっしゃいましたら、ぜひご参加・ご紹

介ください。なお、他学年の体験参加

も随時可能です。 

■対象： 幼児・小 1 

■日程： 原則毎週日曜日  

■時間： 9:30-11:00 

■会場： 港北小学校 校庭 

■費用： 無料  

参加を希望する場合には、クラブ

事務局までご連絡ください。 

よろしくお願いいたします。 

 

大会・公式戦結果 

 YOUTH  

【県 U-18 リーグ】 

vs 鶴嶺高校 B  1-1△ 

vs 市ヶ尾高校 C  1-2● 

 

 Papas  

☆Over40 

【O-40 神奈川 2 部リーグ】 

vs 日藤シニア  2-0○ 

vs VERDRERO港北シニア 1-2● 

 

☆Over50 

【県五十雀 3 部リーグ】 

vs 足柄上シニア 50  0-3● 

【市リーグ O-50】 

vs ブリッツ 50  4-0○ 

 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【神奈川県社会人リーグ再開】 

 神奈川県社会人リーグ 2部は、夏季

中断期間により 8 月はリーグ戦があり

ませんでした。昨年度より社会人リー

グ 1，2 部は熱中症対策により 8 月は

一部の試合を除き中断期間になって

います。 

リーグ戦中断期間中も TOP チーム

はお盆休みを除き練習を積んでリー

グ戦再開に備えています。現在 2 部

グループ A では 4 勝 3 敗勝ち点 12

で 14 チーム中 6 位ですが、残り試合

数が多いことと、後半戦は上位チーム

との対戦が組まれているため、ここか

らの巻き返しが十分可能です。残り 6

試合負けられない戦いが続くので、

引き続き応援よろしくお願いいたしま

す。 

【今後の試合日程】 

■9月７日（日） 19:05キックオフ 

しんよこフットボールパーク 

vs Ringhio 

■9月 14日（日） 19:05キックオフ 

しんよこフットボールパーク 

vs 久野 FC 

■9月 28日（日） 19:05キックオフ 

秋葉台公園球技場 

vs FCSC 

(中本 洋一） 

 

YOUTH 

7,8 月で U-18 リーグを 2 試合行い

ました。どちらも暑い中での試合となり、

後半には走れていない選手がほとん

どでした。vs市ヶ尾 Cでは先制をしま

したがスライドが間に合わないことが

多かったり守備の強度が落ちてしま

い逆転を許してしまいました。暑い中

でも 80分間戦えるようにするのと戦い



トリコロール 2025.9 月号 発行：特定非営利活動法人かながわクラブ 
〒221-0076 横浜市神奈川区白幡町 5-2  TEL 080-5717-6861 

http://www.kanagawaclub.com 
 

 

2 

方を変えていかないといけないかなと

感じました。体力がないならボールを

持つ時間を長くするか、前線からプレ

ッシャーをかけるのをやめて、自陣で

守備をするなどの工夫が必要です

ね。 

9 月も U-18 リーグがあり、しかも連

戦となっています。暑い中での試合

が続きますが、自分ができることとでき

ないことをしっかりと全員に共有して

チームでやるべきことを統一していけ

ると良い結果につながると思っていま

す。頑張っていきましょう。 

(今川 暉一朗） 

 

JUNIOR YOUTH 

JYは 8月に茨城県神栖市波崎で 2

泊 3 日の夏合宿を行いました。中 1&

中 3 での合宿で仲良くやれるのか少

し不安ではありました。しかし、普段か

ら一緒に練習をして公式戦も共に戦

っているだけあって学年ごとに固まる

だけでなくしっかりとコミュニケーショ

ンも取れて楽しそうに過ごしていまし

た。 

特にフットサルコートで足元を中心

に鍛えるトレーニングとたくさん走れる

ようになるために強度の高いトレーニ

ングを実施しましたが、選手たちは本

気で取り組んでいて今後の成長が楽

しみになりました。 

この合宿を通して、個人としてもチ

ームとしても良い方向に進んでいった

のではないかと思います。 

7.8 月は暑熱対策で公式戦はあり

ませんでしたが、9 月からは公式戦が

再開しますので、成長した姿を見せら

れたらと思います。 

引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

(今川 暉一朗) 

 

小 6 

夏休み中は合宿やしんよこフットボ

ールパークでの朝練を通じて、選手

たちは心身ともに大きく成長すること

ができました。 

中学 1 年生との合同活動では、中

学生年代特有のスピードや強い当た

りを体感し、その中でプレーすること

で一段と逞しさが増しています。 

また、5 年生との活動では、ときに

は上級生として引っ張り、ときには譲り

合うことで、同学年だけでは得られな

い多くの刺激や経験を積むことができ

ました。 

9月からは JFA U-12後期リーグが

始まります。前期リーグではグループ

3 位という結果を収め、後期は強豪ひ

しめく上位リーグに挑戦します。選手

たちがどのような試合を見せてくれる

のか、非常に楽しみです。 

この大会を通して、さらなる成長に

つながるよう、引き続き取り組んでい

ってもらいたいと思います。 

(豊田 泰弘) 

 

小 5 

夏休み期間は 2泊 3日の夏合宿と

10 日間のしんよこ FP での朝練がメイ

ンだったかと思います。 

 合宿での 5 年生はとても素晴らしか

ったと思います。5 年生は最上学年で

はありませんが下の学年の子の面倒

を見る姿には感動しました。部屋での

過ごし方や縦割りサッカーでも率先し

て動いてくれてとても助かりました。 

合宿中のトレーニングもしんよこ FP

での朝練も集中してトレーニングに取

り組んでいましたし、この夏休み期間

で大きく成長したと思っています。 

相手と駆け引きしてサッカーができ

るようになってきています。自分のやり

たいプレーだけでなくボールを持って

いるときは相手の状況を見て判断し、

ボールを持っていない時も適切な位

置にサポートできていることが多くな

ってきています。4 年生の頃に比べる

とかなり成長していると思います。 

タカナシカップの区予選が今月行

われます。区の頂点を目指して頑張り

ましょう。 

(今川 暉一朗） 

 

小 4 

日頃よりクラブの活動にご理解ご協

力いただきありがとうございます。夏の

期間には合宿や朝練など、多くの選

手が頑張って活動に参加してくれまし

た。夏休み明けの国際チビッ子大会

に向けて、良い経験が積めたのでは

と思っています。 

暑い中での大会を戦っていく上で、

保護者の方々には子供達のグラウン

ドに行くまでの水分補給を気にしてい

ただければと思います。グラウンドに

ついて、活動を開始してからの水分

補給も大切ですが、活動が始まる前

にしっかりと身体に水分が入った状態

で活動を始めることで暑さによる体調

不良の予防にもなります。前日の寝る

前や当日の朝起きた時などこまめな
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水分補給を促してあげてください。今

回の大会は春からの成長を確認する

のに良い機会になると思います。 

各個人とチームとして、何が成長で

きていて何が足りないのか、戦ってい

く中で再度確認していこうと思います。

ぜひ暑いサポートのほどよろしくお願

いいたします。 

（青木 達也） 

 

小 3 

7 月、8 月と暑い中での活動が続き

ましたが、夏合宿・朝練と「止める・蹴

る」といった基本技術の習得に加えて

「対人プレー」をテーマに行っていき

ました。 

個人差はありますが、一人一人集

中して取り組めている姿が徐々に多く

見えるようになり、日々成長を感じて

います。 

最近では、ロンドをやっていますが

プレッシャーがある中でのパスアンド

コントロールと判断能力を意識して取

り組んでもらっています。対人では攻

め側では時間をかけずにシュートまで、

守り側では半身の状態で右と左どち

らに行かせて守りたいのか足先でボ

ールに行かず体全体で取りに行く事

など、1つ1つポイントを丁寧に確認し

ながら行っています。頭で理解出来

ていてもプレーをしてみると中々難し

い選手もいますが、チャレンジをして

失敗をしてしまう事は悪い事ではない

ので、どんどん全力でチャレンジして

一つでも多くのことを吸収していって

もらいたいと思っております。 

夏合宿では、初めての集団行動で

の外泊だった選手も少なくなかったと

思いますが、皆それぞれに小さな失

敗をしながらも一生懸命に身の回りの

ことを自分で取り組むことができており

ました。合宿前と後では多くの選手の

顔つきも変わり、選手としても人として

も大きく成長することができたと感じて

おります。この経験を今後の活動や

日常生活にも活かして、さらなる成長

に繋げていってもらいたいと思いま

す。 

(栗城 聖也) 

 

小 2 

【秋の公式戦】 

秋の公式戦（第 57 回横浜国際チ

ビッ子サッカー大会）が 9 月 20 日か

ら始まります。対戦相手は、東汲沢

SC、78FC西柴、南戸塚SC、城郷SC、

NPO HIP SC、野庭キッカーズの 6

チームです。日程は 9月 20日（土）、

23 日（火・祝）、27 日（土）で、会場は

東汲沢小学校（横浜市戸塚区汲沢 1

－16－1）となっています。できる限り

この期間の予定は空けておいていた

だければと思います。詳細について

は、近日配布予定の案内をご参照く

ださい。 

春の公式戦同様に、秋の公式戦も

子どもたちに経験を積ませることを目

的とし、量的平等よりも質的平等を目

指し、一人最低１回は試合に出場さ

せることとして、メンバーを選抜して

参加します。保護者の皆様のご理解、

ご協力と温かい声援をお願い致しま

す。 

【サッカーを好きになる】 

かながわクラブでは主にサッカー

を指導していますので、子どもたちの

サッカーの技術が向上するように指

導をしています。勿論、人間的な成

長も同時に期待しながらですが。そ

こで、サッカーの技術の向上に必要

とされるものは何かと考えたときに、ま

ずは、サッカーが好きになること、サ

ッカーをすること自体が苦痛にならな

いことが挙げられます。 

サッカーが好きになれば、長く継

続して取り組むことができ、取り組む

際には、集中して、そして前向きに取

り組むことができます。集中して、前

向きに取り組むことができるようにな

れば、問題意識が芽生え、上達は保

証されたようなものです。「好きこそも

のの上手なれ」とはよく言ったもので

す。 

【100％の自由を！】 

子どもたちにサッカーが楽しいも

のであることを体感してもらうには、

100％の自由とミスの許される環境を

保障することが必要になります。子ど

もたちは、ピッチ上ではルールに則

っていれば、何をしても良いのです。

勿論、乱暴なプレーや危険なプレー

は禁止ですが、そうでなければ自分

の意思に従って自由にプレーをする

ことが許されているのです。 

あれこれ指図されることなく、自分

のやりたいようにプレーをすることが、

子どもたちにとって何よりの快感であ

り、本能的に求めるものであると言え

るでしょう。そして、自分の意思で選

択したプレーであれば、そのプレー

に対して責任が伴います。ミスをした

ら、知らん顔はできませんし、人のせ

いにもできません。自らがそのミスを

取り戻す責任を背負い込むのです。 
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【ミスの許される環境！】 

子どもたちにとって、ミスを他人か

ら指摘されることほど腹立たしいこと

はありません。ともすれば、人のせい

にして逃げてしまいたい衝動に駆ら

れることもあります。しかし、サッカー

はミスがつきもののスポーツです。使

い慣れた手ではなく、ほとんど歩くこ

とにしか使われない足を使って行い

ますので、必然的にミスが生じます。

積極的なプレーでミスすることは構い

ませんが、消極的になってプレーし

ないことが大問題なのです。ですか

ら、ミスを恐れて消極的なプレーに終

始するようでは、上達は期待できませ

ん。子どもたちが委縮しないような声

掛けや雰囲気づくり（環境）が大切な

のです。 

また、同様に、意図したプレーな

のか意図のない行き当たりばったり

なプレーなのかも見極めなければな

りません。きちんと考えた（意図を説

明できる）プレーなら OK ですが、意

図せずに反射的にプレーしたミスに

は、「どうすればよかった？」と問いか

けます。考えることの大切さを説きな

がら…。 

いずれにしても、ミスしたことはミス

した本人が一番分かっていますし、

反省をしているはずです。ミスの起き

た場面では「ナイス・トライ！」の声掛

けを心がけ、挑戦（トライ）したことをま

ずは評価したいと考えています。 

【好之者不如楽之者 孔子】 

前述のように、これまで子どもたち

にサッカーを好きにさせること主眼に

置いて指導してきました。ところが、

最近、論語の一節でタイトルの言葉

「好之者不如楽之者」を知りました。

「これを好む者はこれを楽しむ者に

如かず」と読みます。「好むというの

は楽しむのには及ばない」という意味

です。 

ある対象に執着する人は、それと

一体になれる人に所詮敵わないとい

うことのようです。好きなことを極めよ

うと努力することで、他者が気になり

競う気持ちが生まれます。他人を意

識することで純粋に上達したい気持

ちが薄れるのです。それより夢中に

なって物事を楽しんでいると何と競う

こともないので無敵なのだと…。邪念

がなく夢中で取り組む境地に至ること

が大事なのでしょう。 

サッカーの指導では、まず子ども

たちにサッカーを好きにさせることか

ら始めますが、次の段階としては、子

どもたちが夢中で取り組めるように指

導することが求められることになりま

す。サッカーが好きになれば、継続

的に取り組むこと、集中して前向きに

取り組むことができるようになると考え

てきましたが、そうではなく、子どもた

ちがサッカーに夢中になれるように

仕向けることが求められているようで

す。 

「努力は夢中に勝てない！」ので

あるならば、好きになったら、次のス

テップは子どもたちがサッカーに夢

中になるようにどのように導いていけ

ばよいのか？と。最近の悩みがそこ

にあります。経験という過去の財産だ

けでは、最近の子どもたちに的確な

指導ができないのは当然理解してい

ます。子どもたちと共に、或いは子ど

もたちから教わりながら新たな指導法

を考えていきたいと思います。 

(佐藤 敏明) 

 

幼児・小 1 

夏休み期間中は連日暑い日が続く

中での活動が続きましたが、参加した

選手たちは皆元気に取り組んでくれ

ていました。 

練習内容としては引き続き、楽しみ

ながらボールを止める、蹴るといった

基本技術を習得することを中心に取り

組んでいます。それに加えて、どっち

の方向にドリブルした方がよいのか等

の判断を伴うような練習も徐々に取り

入れています。早速、自分なりに考え

て判断してプレーできている選手が

多く、この学年の選手たちの今後のさ

らなる成長が非常に楽しみです。 

活動は毎回、多すぎない人数で個

人個人に焦点を当てながら丁寧に活

動を進めることができております。他

人と比較して一喜一憂しすぎることな

く、出来るようになったこと、以前よりも

うまくできるようになったことに着目し

て成長していることを感じてもらえたら

と思います。 

（豊田 泰弘） 

 

Papas 

KSSL は 9 月から再開します。現在

1勝 5敗 1分で 9チーム中 8位。残り

1試合と順位決定戦2試合を残してい

ます。先ずは目先の 1 勝を挙げ、順

位決定戦に臨みましょう。 

9/13（土）は大黒埠頭 10:40KO で

す。O50 でのサッカーにご興味のある

方は是非観に来てください。 
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横浜市リーグの方は 9/14、9/28 の

2 試合が予定されています。まだまだ

暑い日が続きますので、体調を整え

て試合に臨みましょう。 

（横塚 栄彦） 

 

8 月は県リーグ 1 試合を行いました。

結果は残念ながら１－２で敗戦となり

ました。この試合でブロックリーグは７

試合がすべて終了し、結果は 2 勝 4

敗 1分という結果でした。 

 また 9 月の終わりからは、それぞ

れのブロックリーグの順位ごとに順位

決定リーグが２試合行われます。 

 まだまだ暑い中での試合となると

思いますが、体調とケガには気をつけ

ながら楽しみたいと思います。 

（角木 弘） 

 

ヨーガ 

【ギターとセミ】 

水曜日ヨーガクラスは 8 月中お休

みをいただいておりました。9 月より、

また通常通りの開催となります。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

今年の夏は例年になく厳しい暑さ

が続いています。お盆休みも例外で

なく本当に暑い毎日でした。となると

あまりどこかに出掛けようという気にも

ならず家でのんびり過ごす時間が多

くなりました。ゆっくりと瞑想をしたり、

アーユルヴェーダのアビアンガを楽し

んだり、さらに始めてから 5 年となるギ

ターの練習にも勤しむ時間をたっぷり

取ることができました。 

ある日のことです。暑い季節に合わ

せて今夏はエレキギターを練習して

みようと思い「グィーン」と弾いていた

ところ、窓の網戸にセミが来て「ジィー」

とすごい声で鳴き始めました。あまり

の大きな音にびっくりして演奏をやめ

ると、ほどなくしてセミも鳴くのをやめ

ました。そこで演奏を始めると、またセ

ミも鳴き始めます。やめると鳴き止む、

始めると鳴く、の繰り返し。なんだか面

白くなってしまいました。セミは泣き声

で仲間とのコミュニケーションをとるそ

うです。私のギターの音はセミ語では

どんな意味となっていたのでしょう。 

お釈迦様が説法をすると動物たち

が集まってきたという逸話があります

が、私もヨーガの修行が進んでとうとう

その領域まで達するようになってきた

のでしょうか。何にせよ、網戸にセミが

やたら沢山とまって鳴いているという

怪しい家にならないように気をつけた

いと思います。 

(伊藤 玲子) 
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